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１．当該事業者等の概要 

磐梯リゾート開発株式会社1（以下、「磐梯リゾート社」という。）は 1987 年設立され、

東北エリアで有数の広さとコースのバリエーションを誇るスキー場のほか、ゴルフ場、ホ

テル等を運営する複合リゾート事業者である。磐梯高原に位置する同社は、広大な敷地内

に変化に富んだ豊かな自然、磐梯山や会津若松市街、猪苗代湖を望む良好な景観を有して

いる。 

同社のリゾート施設が立地する磐梯町の概要は次のとおりである。 

 

図表 1 磐梯町の概要 

人口・面積 3,748 人（男性 1,827 人 女性 1,921 人） 総面積 59.69 平方 km 

位置・地勢 

 福島県会津盆地北東部に位

置し、磐梯朝日国立公園内

の磐梯山や厩岳山・猫魔ケ

岳等を北限として、南限は

猪苗代湖を水源とする一級

河川日橋川が流れている。 

 町土の約 70%は森林が占

め、山々の南山麓を扇状に広がる丘陵地や山麓の湧水を水源とする一級河

川の大谷川に沿って、農用地や居住地を構成している農山村地帯である。 

特産物 

磐梯そば、磐梯西山麓湧水群「龍ヶ沢湧水」（日本名水 100 選指定）、はちみ

つ、りんご／磐梯りんごジュース、法正尻ほうれんそう、生しいたけ／乾燥

しいたけ、乳製品、日本酒 など 

（資料）磐梯町ホームページより転載。 

 

 

２．直面していた課題および本事業の支援対象事業の概要 

①直面していた課題 

磐梯リゾート社及び同社が立地する磐梯町では、「会津若松中心の周遊型観光から磐梯町

での滞在型観光へ脱皮」を目指しており、より具体的には、次の課題に直面している。 

 

グリンーシーズン（冬期以外）の魅力創出 

冬期は磐梯リゾート社が経営する東北有数のスノーリゾートを核に集客に成功している

が、年間を通じた集客の観点から、グリーンシーズンの魅力創出を図り、集客拡大が求め

られている。 

 

スキーリゾート施設の有効活用 

スキー場の関連施設（レストハウス、ゴンドラ等）は、グリーンシーズン中（オフシー

ズン）は閉鎖されている遊休施設であり、一部には許認可の問題があるものの、その有効

活用は磐梯リゾート社にとって重要な経営テーマの一つとなっている。 

 

 

                                                   
1 福島県耶麻郡磐梯町大字更科字清水平 6838 番地の 68 
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主要幹線道路からの誘客 

磐梯リゾート社の敷地内を縦断する道路「磐梯山有料道路（愛称：磐梯山ゴールドライ

ン）」（以下、「ゴールドライン」という。）2は、会津若松市や猪苗代湖と裏磐梯をつなぐ道

路として年間 10 万台以上が通過している。しかし、両地域間の通行のみに使われ、途中に

位置する同社施設や磐梯町内への立ち寄り客の誘致・売上拡大に結びつけられていない。 

なお、ゴールドラインは 1992 年度以降減少傾向あり 2010 年度までは約 10 万台に留ま

っていたが、2011 年度途中からの無料開放により、通行台数が大幅に増加している。この

機会を上手く捉え、いかに誘客するかが課題となっている。 

 

図表 2 磐梯山ゴールドラインの通行台数 

 

（資料）福島県道路公社「観光有料道路 3 ラインのあゆみ」より作成。 

（注）平成 25 年 7 月 24 日で料金徴収期間が満了し、7 月 25 日から福島県に移管され、一般の県道として

恒久的に無料開放された。なお、2011 年 7 月 16 日から県の観光復興施策による無料開放措置が取られた。 

 

 

②本事業の支援対象事業の概要 

支援対象となる事業は二つあり、一つは磐梯リゾート社の新規事業としての「地域の場

所の旬（＝食、風景）を一流のおもてなしやセンスとともに楽しんでもらう移動式のカフ

ェ事業（フィールドカフェ事業）」（以下、「磐梯カフェ事業」という。）である。もう一つ

は、このカフェ事業の東北地方各地への展開（以下、「他地域展開事業」という。）である。 

このカフェ事業の特徴であるが、一般的な屋外カフェはこれまであったが、これらは単

に「屋外に（＝青空の下に）カフェがある」というだけであり、自然や景色の魅力を最大

の「売り」にするというものではなかった。一方で、単に大自然を「売り」にするだけで

はそれはバーベキューなどが似合う単なる「アウトドア」でしかない。この両者を調和さ

せてハイセンスな空間やサービスの提供を目指す点がこのカフェ事業の新しさである。ま

た、このようにその場所の自然や景色の魅力を最大限引き出しながらカフェ空間づくりを

図るため、店舗型の一般的なカフェに比べて設備投資が少なくて済む点が特徴である。 

この新しいスタイルのカフェは、地域づくりのプロデュースなどを手掛ける株式会社プ

                                                   
2 総延長 17.6km で、1970（昭和 40）年 6 月 1 日共用開始。南は磐梯町、北は北塩原村までの区間。 
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ロットアンドアジアパシフィック（以下、「プロット社」という。）が 2002 年に北海道・富

良野で試み始めたものであり、2012 年にも北海道において 2 週間程度の期間限定で営業し

ている。このカフェ事業の本格展開として、磐梯町での事業化のほか、東北地方各地での

展開が目指されている。 

 

 

３．本事業採択後の取り組みとそれぞれの成果 

前記の磐梯カフェ事業および他地域展開事業について、取り組みと成果を述べる。 

 

①磐梯カフェ事業 

磐梯リゾート社では、プロット社のプロデュースのもと、食、自然、もてなしの地域資

源の発掘を行い、コンセプトづくり、ターゲット設定、プロモーション戦略の立案や、地

元の素材や職人等とのコラボレーションによる提供メニューの創作、テーブル、椅子、フ

ァブリック、カトラリー、接客等に至るまで厳選した上質の空間を創るのが目標である。 

バリエーションを持たせた複数のカフェを営業するとともに、営業期間については、数

日のイベント的営業や 2 週間程度という短期だけではなく、半期や通年など常設での営業

も目指すものである。 

 

(A) 事業企画の検討 

関係者間で討議を重ね、次のとおり議論を取りまとめた。 

 

(a) コンセプト 

キーワードとして、「スタイリッシュ」、「カッコイイ」、精神的豊かさを表現する「スロ

ーラグジュアリー」などが挙がるとともに、野外でも一流の接客や料理が提供されるべき

だとして次のコンセプトを決定した。 

 

図表 3 設定したコンセプト 

コンセプト：『四季体感型カフェ』 

 場所の「旬」を五感で楽しむ新たなカフェスタイル。 

 広大な敷地の中で四季折々の自然を満喫できるベストロケーションをハン

ティングしてカフェを設置。 

 次の 2 つの『非日常』を融合させた空間・時間を演出。キャンプやバーベ

キューが似合うような「アウトドア感」は打ち消す。 

     Ⅰ 自然解放型のしつらえが創り出す非日常 

     Ⅱ ラグジュアリーな設え・サービスが創り出す非日常 

 

 

前記コンセプトに基づくカフェのイメージを伝えるため、イラストを制作した。事業の

プロモーションなどで活用していくこととした。 
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図表 4 フィールドカフェのイメージ 

 

 

 

(b) ターゲット 

磐梯リゾート社が経営する「磐梯山温泉ホテル」は通年で集客があり、冬期には多数の

スキー客を確保している。そこでホテル宿泊者とスキー場来場者をベース顧客とし、その

上でゴールドライン通過者や周辺都市住民の誘客を狙うこととした。 

 

図表 5 設定したターゲット 

磐梯山温泉ホテル宿泊者とスキー客をベースに、3 グループを想定。 

①磐梯山温泉ホテル宿泊者（春～秋） 

スキー場来場者（日帰り・宿泊）（冬） 

②磐梯山ゴールドライン通過者の立ち寄り客 

③周辺都市からのカフェ目的の誘客 

※上記③の誘客では、以下(A)から(C)の順で徐々にターゲットを広げる。 

(A)中通りの都市部（福島市、郡山市等） 

(B)新潟県、茨城県、仙台市 

(C)首都圏 
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(c) カフェの企画内容 

磐梯リゾート社の広大な敷地内には、カフェの設置場所候補となる魅力的なスポットが

数多くある。例えば、磐梯山や猪苗代湖の雄大な景色が楽しめる場所、桜や紅葉を楽しめ

る場所、滝のそばで大迫力を楽しめる場所などである。敷地内は標高差もあり、時期に応

じて魅力的な場所も移動する。その時々のベストロケーションでカフェを設置すれば、バ

リエーションをつけることもできる。 

本事業での検討の結果、磐梯リゾート社が展開するカフェの名称を「磐梯天空カフェ」

とし、平成 26 年 4 月下旬に第一弾をオープン、7 月中旬に第二弾をオープンする予定で企

画立案を行った。 

 

図表 6 立案したカフェ企画 

カフェ名称 磐梯天空カフェ 

バリエーション 空床「sora-toko」 山床「yama-toko」 

正式名称 磐梯天空カフェ 空床「sora-toko」 磐梯天空カフェ 山床「yama-toko」 

魅力の源泉 

（訴求ポイント） 

 屋上テラスでの 360 度パノラマ 

 磐梯山や猪苗代湖の眺め 

 サンライズ、サンセット、雲海の

景色 

 磐梯山の眺め 

 ゲレンデが広がる解放感 

営業場所 リゾートセンター屋上 ゲレンデベース 

営業期間・時間 

4 月 26 日（土）～10 月 31 日（金） 

6：00～9：00 16:00～19:00 

（注）5 月 3 日（土）～5 月 6 日（火） 

は 10：00～15：00 も営業。11 月は天候

等を踏まえて営業。 

7 月 12 日（土）～10 月 31 日（金） 

11：00～17：00 

（注）11 月は天候等を踏まえて営業。 

空間づくり 

 鉄パイプ製展望テラス（木製の床

面、48 ㎡） 

 テラスへの鉄パイプ製アプロー

チ（木製の床面、20m 超） 

芝 

規模（席数等） 
パラソル 2 張 

テーブル 5 個 イス 20 席 

パラソル 5 張 

テーブル 10 個 イス 40 席 

提供メニュー アルコール含むドリンク販売限定 
リゾートセンターレストランのテ

イクアウトメニュー等 

オペレーション 

（受付・接客・調理） 

受付：ホテルフロント 

接客：ホテルスタッフ 

調理：センター内レストラン厨房 

受付：リゾートセンター内カフェ 

接客：ホテルスタッフ 

調理：センター内レストラン厨房 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

(d) メニュー 

フードはワッフルやサンドイッチといったカフェメニューを提供する。ドリンクではア

ルコールも提供するため、酒肴となるものも提供する。地元産食材については、質が高く、

カフェコンセプトに合致するものは積極的に取り入れていく方針とした。 

 

図表 7 検討したメニュー案 

メニュー名 価格 特記事項 

フード 

1 バターとハニーのワッフル 1,000 円 地元産はちみつ使用 

2 ﾌﾛﾏｰｼﾞｭ･ﾌﾞﾗﾝとベリーのワッフル 1,000 円 地元産はちみつ使用 

3 チキンとチーズソースの冷製サンド 1,200 円 カフェ事業用の新メニュー 

4 トマトとハムのホットサンド 1,200 円 カフェ事業用の新メニュー 

5 ピクルス盛り合わせ  600 円 
 

6 ウィンナー盛り合わせ 800 円 
 

7 グリッシーニと生ハム  800 円 
 

8 美味しさ保証付きカレー 1,000 円 
 

9 美味しさ保証付きカレー（ほうれん草） 1,300 円 地元産ほうれん草使用 

10 ほうれん草ソテー 800 円 地元産ほうれん草を使用 

ドリンク 

1 コーヒー 500 円 
 

2 スパークリングワイン（グラス） 1,200 円～ 
 

3 赤ワイン・白ワイン（グラス） 800 円～ ボトル、山形産ワインなど 

4 赤ワイン・白ワイン（ボトル） 2,500 円～  

5 りんごジュース 600 円 磐梯町産りんご使用（他社製） 

6 ももジュース 600 円 福島県産桃を使用（他社製） 

7 オレンジジュース 550 円 
 

8 グレープジュース 550 円 
 

 

 

(e) カフェ設置ツール 

野外でカフェ空間を創り出すためのイスやテーブル、屋根部分（テントやパラソル等）

について、磐梯カフェオリジナルのツールを模索するべく、インテリアデザインなどを手

掛けるキリハラワークス&デザイン（宮城県仙台市）のデザイナー桐原正憲氏と協議を行っ

た。 
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(f) プロモーション 

磐梯リゾート社のホームページのほか、タウン誌や情報サイトなどを活用する。 

 

図表 8 検討したプロモーションプラン 

区分 具体的媒体・手段 タイミング・発信内容 等 

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ 

磐梯ﾘｿﾞｰﾄ開発ｳｪﾌﾞｻｲﾄ 

 3 月 24 日（月）にウェブサイトに掲載予定。 

 フィールドカフェのコンセプト及びその実現第一弾

「空床」、第二弾「山床」の営業を公表。福島大学との

連携による授業で 4 月の学生受け入れを公表。 

星野ﾘｿﾞｰﾄｳｪﾌﾞｻｲﾄ 
 磐梯リゾート開発ウェブサイトでの公表後、星野リゾ

ートウェブサイトでの情報発信を調整。 

ﾈｯﾄｴｰｼﾞｪﾝﾄの活用  じゃらん、一休、楽天トラベル等への告知 

情報サイト 
 福島県の情報サイト「ふくラボ！」（月 200 万ページ

ビュー。毎日の利用者数約 10,000 名） 

雑誌 

・タウン誌 

福島の情報誌  福島県の有料情報誌「Mon mo（モンモ）」（隔月） 

栃木、茨城、群馬の 

情報誌 

 栃木のフリーペーパー「トチペ」 

 茨城のフリーペーパー「サクラサクライフ」 

 栃木・茨城・群馬のフリーペーパー「クルール」 

その他 

福島大学との連携 

 磐梯町をフィールドとした地域活性化策を検討する授

業を平成 26 年度の大学 1 年生向け授業で実施。 

 連携の取り組みについて磐梯リゾート社や大学からの

情報発信を予定。 

地元イベントとの連携 
 磐梯町夏祭り（毎年 2,000～3,000 人の来場）、磐梯町

秋そば祭り（2 日間で 3,000 人超が来場）を想定。 

 

 

(B) 産学連携 

以下の 2 つのテーマでの大学との産学連携を模索した。 

 

(a) 地域活性化を学ぶフィールドの提供と活動を通じた話題作り 

前述の「直面している課題」に記載とおり、磐梯リゾート社及び磐梯町は、ゴールドラ

インからの誘客など観光目的地化への課題を抱えている。そこで次の 2 つを目的として、

近隣の大学と連携を図る。 

①マーケティング論などの専門家や大学生と連携を図り、磐梯カフェや磐梯町のその

他の地域資源を活用した誘客策の新しい切り口を得る 

②大学生が地域活性化について学習できる場および活性化策を実際に提案し地域貢献

できる場の提供によって話題性を作り、パブリシティなどを通じてカフェや磐梯町

の認知度向上を図る 

検討を進めた結果、福島大学経済経営学類の中村陽人准教授及び同教官が開講する授業

の所属学生（20 名程度）と平成 26 年度の授業から連携することとなった。 
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 (b) 野外のカフェが有する潜在的価値の定量化に関する研究 

磐梯カフェは自然や景色の優れたところに設置する一流のサービスとセンスで提供する

新しいスタイルのカフェである。そこで、森林内での飲食や脇に流れる沢の音を聞きなが

らの飲食等がもたらす価値の定量化（心地よさや美味しさの変化など）を検討するため、

東北大学加齢医学研究所の所長、川島隆太教授と協議を行った。 

 

②他地域展開事業 

磐梯リゾート社によるカフェの立ち上げと並行して、他地域の事業者にカフェ運営のノ

ウハウやツールを提供して対価を得る事業を検討した。検討結果は以下のとおりである。 

 

(A) 事業企画 

(a) 事業推進体制 

リゾート経営の磐梯リゾート開発株式会社、地域活性化のプランニングや新規事業企画

などを行う株式会社都市設計、まちづくりのプロデュースなどを行い、北海道でのフィー

ルドカフェの立ち上げも経験している株式会社プロットアンドアジアパシフィック等の事

業者の協力体制もとで展開する。 

 

図表 9 他地域展開事業の全体像 

 

 

(b) サービス内容 

カフェ空間づくりの「ツール」とカフェ事業の開発・運営の「ノウハウ」の両方をワン

パッケージで提供する。前述のコンセプトに沿った空間づくりやメニュー開発などにはノ

ウハウが必要であり、ツールと合わせて提供することで事業化を促す。 

なお、提供するノウハウは、顧客への景色の見せ方・切り取り方（ただ単に自然の中で

食事してもらえばよいというものではない）、地元産食材・特産品のメニューへの取り入れ

方・調理法（地元産ばかりを提供することがよいわけではない）などである。 

 

他地域でのフィールドカフェ

カフェサービス
事業主体 消費者

フィールドカフェ事業の
事業モデル検討

２０１３年度 ２０１４年度～

㈱都市設計

㈱プロットアンド
アジアパシフィック

㈱スノーピーク

磐梯町でのフィールドカフェ（磐梯カフェ）

カフェサービス事業主体：
磐梯リゾート

開発㈱
消費者

磐梯リゾート開発が
事業化

他地域展開事業

事業開発や運営ノウハ
ウやツールをワンパッ
ケージで提供（外販）

その他の事業者

適宜、メーカーなどと協力体制をつくり、
他地域にノウハウやツールを提供する

ノウハウ・ツールの提供を受けた他地域の別主体が
他地域でカフェ事業を展開

磐梯リゾート開発㈱

他地域展開事業は
各事業者の協力体制のもとで展開
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図表 10 フィールドカフェ立上げ支援サービスの内容 

 サービスの内容 

ツール 

＜ツール提供＞ 

 3 タイプのカフェ設置ツールおよび 2 種類の提供方法（レンタル、買取）

を用意（後記参照）し、他地域側の事業主体の予算や事業環境に柔軟に

対応できるようにする。 

＜カフェ設置支援＞ 

 フィールドカフェはカフェの設置場所や自然の見せ方（景色の見せ方）

が重要となるため、ツールを提供するだけでなく、設置指導までを実施

する。 

ノウハウ 

（事業開発・

運営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝ

ｸﾞ） 

＜事業性調査＞ 

 現地での地域資源調査と、フィールドカフェを展開した場合の売上・経

費予測を実施する。 

＜メニュー開発支援＞ 

 メニュー設計、地域特産品の使い方指導、価格設定指導を実施する。 

＜人材育成＞ 

 調理や接客等のオペレーション、カフェ事業全体のマネジメント（原材

料や人員等の調達・管理や採算管理など）が可能となるよう、磐梯カフ

ェでの実地研修などで人材育成を実施する。 

 

カフェ設置ツールは、以下の 3 タイプを想定する。どのタイプを選択するかは、設置場

所の自然条件、厨房機能の有無、予算を踏まえて選定することになる。 

 

図表 11 カフェ設置ツール 3 タイプ 

タイプ 簡易テント 仮設テント 
仮設テント 

＋キッチンカー 

概
要 

ｶﾌｪｲﾒｰｼﾞ 

 

  

空間づくり 

簡易な骨組みと布地

の「テント」、布地を

ロープで張った「ター

プ」で空間作り。 

屋根や壁があるしっ

かりとした骨組みで

空間作り。 

（左記と同様） 

厨房機能 
別途確保。そこから料

理を運搬する。 
（左記と同様） 

厨房を備えた車が横

付け。 

設置場所例 林間や傾斜地でも可 景色のよい広場 景色のよい広場 

メリット 
 地形が制約になりに

くい。魅力的な自然

 風雨も避けられ、天

候選ばず設置可。 

（左記と同様。加えて

以下の特徴も） 
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に接近できる。 

 壁部分がなく、自然

への開放度が高い。 

 設置に時間・人手が

かからない。 

 天候急変に対応可。 

 屋根・壁のデザイン

の工夫など、空間設

計の自由度が高い。 

 厨房有無が制約にな

らない。 

 料理の種類を増やす

ことが可能。提供時

に冷めにくい。 

デメリット 

 天候の急変に弱い。 

 断熱機能がない。 

 「キャンプ」の雰囲

気が出やすい。 

 近隣の厨房有無が制

約になる。 

 料理の種類を増やし

にくい。運搬時に冷

めやすい。 

 大きめな平坦地が必

要。 

 近隣の厨房有無が制

約になる。 

 料理の種類を増やし

にくい。運搬時に冷

めやすい。 

 カフェ設置に時間と

手間。 

 キッチンカーが入れ

るルートとスペース

が必要。 

 キッチンカーの確保

に費用がかかる。 

 カフェ設置に時間と

手間。 

初期費用（参考） 
数十万円より 

 ＊ツール一式購入 

十数万円/月より 

 ＊ツール一式レンタル 

数十万円/月より 

 ＊ツール一式レンタル 

 

 

(c) 事業展開の流れ 

まず、他地域に対してフィールドカフェの紹介（先行事例として磐梯カフェの紹介等）

を行う。続いて当該地域の食資源や自然資源（景色など）、カフェ設置場所、商圏などにつ

いての事業性評価を行う。必要に応じて、期間限定で当該地域にカフェを出店し、自然資

源（景色など）の集客力の確認、地元産品を使ったメニュー試作、来訪者の傾向分析など

テストマーケティングを行う。 

これらの結果、当該地域で事業性が見込まれ、事業主体となる事業者の意欲が高まって

事業を実施するとなれば、カフェ設置ツールや運営ノウハウの提供を行う。 

 

図表 12 他地域展開事業の流れ 

 

準
備

運
営

フィールドカフェの紹介

検
討

事業性評価（現地調査等）

ツールレンタルor販売

運営ノウハウ・人材育成

ツール代金・サービス料

（必要に応じ）運営支援・研修

他地域展開事業
の事業主体

フィールドカフェに
関心のある事業者

調査費・期間限定カフェ出店費

共同イベント・販促など

（必要に応じ）期間限定カフェの出店

ツール代金・サービス料
カネ

サービス

モノ

メニュー試作や集客状況の調査など
テストマーケティングを実施
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(B) 営業 

他地域展開に当たっては、①磐梯リゾート社と同様の事業環境や経営課題を抱えている

事業者、②新規事業に意欲的な事業者での実現可能性が高いと考え、カフェ事業の営業先

として次を候補とすることにした。 

①グリーンシーズンの魅力づくり・遊休施設活用を模索しているスキー場運営者 

②観光地・施設があり、魅力づくりを模索している地域・団体（飲食業、旅館業など） 

上記①は東北 3 県の主なスキー場を営業先として抽出した。上記②は広域観光の推進な

どの目的で設置された協議会を通じて事業者にコンタクトすることを検討した。 

 

図表 13 東北 3 県（福島県は中通りのみ記載）の主なスキー場 

 

 

図表 14 東北 3 県における各種の協議会 

 

 

 

所在自治体 名称
久慈市 平庭高原スキー場
九戸村 くのへスキー場（村営）
一戸町 奥中山高原スキー場
八幡平市 安比高原スキー場
八幡平市 田山スキー場
八幡平市 八幡平リゾート　パノラマスキー場＆下倉スキー場
盛岡市 岩山パークスキー場
雫石町 網張温泉スキー場
雫石町 岩手高原スノーパーク
雫石町 雫石スキー場
北上市 夏油高原スキー場
花巻市 花巻市鉛温泉スキー場
西和賀町 湯田スキー場（町営）
西和賀町 志賀来スキー場（町営）
奥州市 奥州市越路スキー場
奥州市 ひめかゆスキー場
奥州市 国見平スキー場（市営）
一関市 祭畤スノーランド
大崎市 オニコウベスキー場
加美町 やくらいファミリースキー場
仙台市 泉ヶ岳スキー場
仙台市 スプリングバレー泉高原スキー場
川崎町 みやぎ蔵王セントメリースキー場
蔵王町 みやぎ蔵王スキー場 すみかわスノーパーク
蔵王町 みやぎ蔵王えぼしスキー場
白石市 みやぎ蔵王白石スキー場
七ヶ宿町 みやぎ蔵王七ヶ宿スキー場
二本松市 二本松塩沢スキー場
二本松市 あだたら高原スキー場
天栄村 スキーリゾートてんえい
天栄村 グランディ羽鳥湖スキーリゾート

岩手県

宮城県

福島県
（中通り）

団体名 構成市町村

東北のセンターライン・未来プロジェクト推進協議会
【宮城県】大崎市、登米市、南三陸町
【山形県】最上町

盛岡・八幡平広域観光推進協議会
【岩手県】盛岡市、八幡平市、宮古市、雫石町、葛巻
町、岩手町、滝沢村、紫波町、矢巾町、岩泉町
【秋田県】鹿角市、小坂町

石巻圏周遊観光促進協議会 【宮城県】石巻市、東松島市、女川町

仙南沿岸地域名亘観光圏協議会 【宮城県】名取市、岩沼市、亘理市、山元町

南会津着地型観光推進協議会 【福島県】下郷町、只見町、南会津町、桧枝岐村
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４．最終的な成果 

①磐梯カフェ事業 

カフェ事業のコンセプトやターゲット、メニュー、プロモーション計画、収支計画など

を検討し、磐梯リゾート社によるカフェ事業の事業計画が完成した。 

4 月から「空」をテーマとしたカフェ、7 月から「山」をテーマとしたカフェがオープン

する。4月オープンに当たり、同社は3月中旬から自社ホームページで情報発信を開始した。 

 

図表 15 磐梯リゾート社によるカフェの告知（ホームページ） 
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（資料）磐梯山温泉ホテルホームページより転載（アクセス日：2014 年 3 月 20 日） 

 

 

また、磐梯リゾート社のカフェ事業は、福島大学での地域活性化を学ぶカリキュラムの

中に組み込まれることとなった。具体的には以下のとおりである。 

 

図表 16 福島大学経済経営学類中村陽人准教授との連携概要 

連携先 
福島大学 経済経営学類 中村陽人准教授 

 （研究分野： 消費者行動論、マーケティング論） 

連携する授業 

 2014 年 4 月から開講する大学 1 年生向け通年授業「教養演習」（ゼ

ミ形式の授業で 18 名程度）。 

 中村准教授及び学生に磐梯カフェなどの資源を使った磐梯町地域活

性化策を検討してもらい、磐梯町関係者に提案してもらう内容。 

授業概要 テーマ 

（仮）磐梯町地域活性化プロジェクト～通過型から観光目的地型へ～ 

磐梯山ゴールドライン通過者を誘客し、地域を活性化する。地

域にお金を落としてもらうために、どのような魅力づくりを図れ

ばよいか？ 地域資源の活用方法や打ち出し方の切り口は？ 
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内容 

 通年の授業であり、前期は主に磐梯町の現状調査と活性化策の方向

性の検討、後期は活性化策の絞り込みと具体化を行う。 

 前期・後期ともに期の最後には、磐梯町関係者（行政、主要事業者

等）に対する報告会を行う（学生自らがプレゼン資料を作成し、検

討した地域活性化プランを発表する）。 

 授業開始早々の 4 月 19 日・20 日には学生の現地調査（下図は内容

例）を実施し、磐梯リゾート社が宿泊等の受け入れを行う。必要が

あれば 6 月に第 2 回の現地調査の実施も検討する。 

磐梯町役場 商工観光課 ヒアリング 

道の駅ばんだい 視察 

旧中心商店街 視察 

慧日寺、慧日寺資料館 視察 

磐梯リゾート開発 ヒアリング・視察 

そば打ち体験 

榮川酒造 工場見学 

磐梯高原 南ヶ丘牧場 視察・体験 
 

 

②他地域展開事業 

他地域展開事業に関する検討結果を取りまとめ、カフェ事業を他地域に紹介する営業パ

ンフレットを作成した。 

 

図表 17 他地域展開事業用の事業紹介パンフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野外にテントやイス・テーブルなどを設置。

おいしい食とともに、季節の“旬”を五感で楽しむ

新たなカフェスタイルです。

「スタイリッシュ」「カッコイイ」がキーワード。

いわゆる「アウトドア」ではありません。

戸外でも一流のおもてなしや料理を提供。

ラグジュアリーな時間・空間を演出します。

料理 接客

お洒落な空間演出
テント イス テーブル 食器・カトラリー…変化する楽しみ

雲 風 空の色…

景色 自然の音
小動物のさえずり
葉の擦れる音…

香り

四季体感型フィールドカフェ
新しい空間・時間の使い方（＝豊かさ）の提案

アウトドアの魅力と一流ホテルやリゾートのサービスや演出を融合させた価値を提案。

清涼な空気

自然を最大限活かした魅力的なカフェを、可能な限り初期投資を抑えて開業が可能です。

フィールドカフェの運営に必要なノウハウやツールを、ワンパッケージでご提供します。

（ご提供内容例） 魅力の打ち出し方、集客方法、カフェツール、料理やおもてなしの方法

ぜひ、フィールドカフェを地域の魅力の１つに付け加えてみてください

アウトドアの魅力 お洒落でラグジュアリーな
空間・時間

フィールドカフェの開業を通じて、

地域の人々の思いの結集。

地元資源の「魅力再発見」。 資源の磨き上げ・組み合わせで誘客へ。

「通過型」から「目的地型」の観光地へ。

フィールドカフェのイメージ

・事業性の検討
・コーディネート

タイプ 仮設テント＋キッチンカー

場所 北海道芽室町新嵐山スカイパーク

空間演出

• 十勝平野の３６０度大パノラマが広がる標高３４０
メートルの展望台に、白いキッチンカーを横付けした
テント仕立てのカフェ。

• テーブル数：１０程度 席数：３０程度

営業期間 2013年9月27日～10月6日（10日間の期間限定）

営業時間 10:00～15:00

メニュー

ランチ ¥1,500
・コーンスープ
・芽室町のパン屋「カントリーブラン」のバケット
・メイン（肉or魚）
肉：道産牛ロースのローストビーフ
魚：芽室町上美生の虹鱒 香草パン粉焼き

・シェフのおすすめデザート
・コーヒーor紅茶orソフトドリンク

軽食 ¥600 
・芽室町のパン屋「カントリーブラン」のパン
・コーヒーor紅茶orソフトドリンク（いずれかひとつ）

（シナモンレーズン、クリームレーズン、ルバーブ）

スムージー ¥600 ※1日限定 10 杯

⇒ パンやメイン料理に地元食材を活用

特記

• 営業初日にオープンセレモニーを開催。十勝の旬の
食材を使った料理を用意。

• 専門学校で観光やホスピタリティを学ぶ学生をス
タッフとして受け入れ。開店前の準備やウエイトレスと
して協力。カフェ側は学生が普段学習している知識
やスキルを社会の現場で活かす経験を提供。

店舗外観 メイン料理

レセプションでの料理

店内の様子

店内から見える景色

新嵐山スカイパークからの景色

事業性の確認から、カフェツールの提供、運営ノウハウの提供まで、トータルにサポートします。

都市設計
（コンサルタント）

プロットアンド
アジアパシフィック
（プロデュース）

磐梯リゾート開発
（リゾート経営）

スノーピーク
（アウトドア用品メーカー）

・人材育成研修（調理、接遇等）
・メニュー開発支援
・フィールドカフェ「磐梯天空カフェ」の紹介

・カフェツールの提供

・総合プロデュース
・帯広カフェの紹介

事業者様
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５．今後の計画 

①磐梯カフェ事業 

平成 26 年 4 月に「空」、7 月に「山」をテーマとしたカフェがオープンする。コンセプト

や空間づくりの新規性から当面の間は集客が見込めると思われる。今後も継続的に新規客

を集め、リピート客を維持するためには、「常に新しい何か」を提供することが重要である

ことから、(A)磐梯カフェのオリジナルツールの制作、(B) カフェのバリエーションの拡大

の 2 つの方向性で磐梯カフェの魅力を強化していく。 

 

 

(A)磐梯カフェのオリジナルツールの制作 

4 月以降にオープン予定のカフェでは、カフェの設置ツール（テントやパラソルなどの屋

根部分、テーブル、イスなど）には既製品を使用予定である。コンセプトに合致した独自

性のある空間づくりには、今後オリジナルな物の制作が考えられる。 

本事業の中では、インテリアデザイナーを紹介し協議したが、実制作には漕ぎ着けてい

ない。引き続き協議を行う一方で、デザインの様々な可能性を探るため、より幅広いデザ

イナーと接点をもつことがよい。その際、例えば公開コンペのような形式で、デザイナー

の公募から審査・結果発表までを公開の場で進めていく方法もある。ツールの企画・制作

プロセス自体をオープンにすることで、話題づくりを兼ねたプロモーションの役割をもた

せることも一案である。 

 

 

タイプ 簡易テント 仮設テント 仮設テント＋キッチンカー

概
要

店舗
イメージ

空間づくり

＊カフェ
ツール

簡易な骨組みと布地で作る
「テント」、布地をロープで
張っただけの屋根「タープ」
で空間作り。

屋根や壁があるしっかりとし
た骨組みで空間作り。

（左記と同様）

厨房機能
別途確保。
そこから料理を運搬する。

（左記と同様）
厨房を備えた車が横付け。
車内から料理を直接運びこむ。

設置場所
の参考例

林間や傾斜地でも可 景色のよい広場・駐車場 景色のよい広場・駐車場

メリット

• 地形が制約になりにくい。
魅力的な自然に接近で
きる。

• 「壁」部分がなく、自然へ
の開放度が高い。

• 設置に時間・人手がかか
らず機動性が高い。

• 風雨も避けられ、天候を
選ばず設置可能。

• 天候の急変にも対応可能。
• 屋根・壁のデザインの工
夫など、空間設計の自由
度が高い。

（基本的に左記と同様。加えて
以下の特徴も）

• 厨房有無が制約にならない。
• 料理の種類を増やすことが
可能。提供時に冷めにくい。

デメリット

• 天候の急変に弱い。
• 断熱機能がない。
• 「キャンプ」の雰囲気が出
やすい。

• 近隣に厨房があるかどう
かが制約になる。

• 料理の種類を増やしにく
い。運搬時に冷めやすい。

• 大きめな平坦地が必要。
• 近隣に厨房があるかどう
かが制約になる。

• 料理の種類を増やしにく
い。運搬時に冷めやすい。

• カフェ設置に時間と手間。

• キッチンカーが入れるルート
とスペースが必要。

• キッチンカーの確保に費用
がかかる。

• カフェ設置に時間と手間。

メ
ニ
ュ
ー

基本構成
参考価格

地元産の
食材活用

≪方針≫
• カフェのコンセプトに合うものを厳選し、コンセプトに合う調理方法で提供する。
• 「地元産だから（地元で採れた・作られた）」との理由だけで安易にメニューに取り入れない。
≪メニュー及び活用する地元産食材の例≫
バターとハニーのワッフル（乳製品、蜂蜜） 牛ロースのローストビーフ（牛肉）
ニジマス香草パン粉焼き（鱒） ほうれん草のソテー（バター、ほうれん草）

初期費用
（参考）

数十万円より
＊カフェツール一式購入

十数万円/月より
＊カフェツール一式レンタル

数十万円/月より
＊カフェツール一式レンタル

カフェ空間の作り方、料理を作る厨房機能の確保の仕方によって、３種類があります。

それぞれカフェ設置可能な場所や予算感などが異なります。目的や状況に応じてご検討ください。

フード
カフェメニュー（デザート等） 1,000円～
ランチメニュー 1,200円～

ドリンク
ソフトドリンク 500円～
アルコール 800円～

※初期費用は、予算感を掴んで頂くためのあくまで目安です。テーブル・席数やレンタル期間などにより変動いたします。

＜本件に関する問い合わせ先＞
株式会社都市設計 氏家滉一
〒980-0803 宮城県仙台市青葉区国分町2-8-14 8階
Tel: 022-225-0091 E-Mail: ujiie_k@toshi-arc-design.jp

準
備

運
営

フィールドカフェの紹介

検
討

事業性の確認（現地調査）

ツールレンタルor販売

運営ノウハウ・人材育成

ツール代金・サービス料

（必要に応じ）運営支援・研修

当方
ご関心のある地域や

事業者様

ご関心のあるところでは、食資源や風景・ロケーション探査などを行い、事業性の確認を行います。

最初は、イベントとコラボした無償もしくは廉価での「期間限定カフェ」の出店が可能です。

その後、実施スキームの検討など、共同で事業立上げが可能です。

※上記モデルはカフェ開店・運営に必要最低限の費用のみについて、試算したものです。売上等を保証するものではなく、
実際の初期費用及び収支とは異なる可能性があります。

（調査費・出店費用）

概算 摘要

初期投資

200万円

150万円 ツール購入

50万円 食器、カトラリー等購入

収支

売上 605万円

売上原価 173万円 原価率28.6% (*)

粗利益 432万円

営業利益 104万円 売上高営業利益率17.2% (**)

席数40席規模の場合、繁忙期の7月8月の2カ月間で100万円程度の営業利益が見込まれます。

試算の前提

• 7月～8月（2カ月間）の営業
• 営業日62日

• テント5 テーブル10 チェア40
• 客数 3,100名（7月）（100名/日）

6,200名（8月）（200名/日）

• 客単価（料理1,000円、飲料500円）
• 注文率（料理30%、飲料70%）

共同イベント・販促など

期間限定カフェの出店

ツール代金・サービス料

カネ

サービス

モノ

(*) 率は日本政策金融公庫「小売業の経営指標2012（飲食店、宿泊
業）」の「黒字かつ自己資本プラス企業平均」。

(**) 磐梯リゾート開発が運営するフィールドカフェ「磐梯天空カフェ」と
同様の運営方法・コストを仮定した場合の数値。

※金額は要ご相談
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(B) カフェのバリエーションの拡大 

これまでの検討の中でオープンが決まった「空」、「山」のほかに、「花」、「紅葉」、「滝」

をテーマにした案が出ている。実際、広大な敷地の中には様々な魅力的な場所があり、こ

れらをテーマにできる可能性は高い。各テーマの「旬」の時期（そのテーマが一番魅力的

に映る時期）が 1 年の中でズレているとすれば、複数のテーマのカフェをオープンするこ

とで、通年での魅力創出・集客力確保ができると考えられる。 

しかし、可能性として挙がったテーマのフィージビリティスタディ（実行可能性調査）

はできておらず、具体的な展開場所や展開規模、最適なツール（屋根部分、テーブル、イ

ス等）、オペレーション（受付、送客、調理、接客）などは検討できていない。4 月以降に

オープンするカフェの集客力やオペレーションなどを検証しながら、その結果を踏まえて

次のカフェを検討していく必要がある。 

 

②他地域展開事業 

本事業では他地域展開事業の推進体制やサービス内容を検討し、それらを基に事業紹介

のパンフレットを作成した 

今後は他地域への事業紹介を行い、フィールドカフェ事業に意欲的な事業者の発掘、ツ

ールおよびノウハウの提供による事業化の支援を行う。事業者の発掘については、本事業

でリストアップしたスキー場運営者にコンタクトするほか、自治体や観光振興を目的とし

た協議会から事業者の紹介を受け、コンタクトを図る。 

 

 

６．被災地等の他事業者へのインプリケーション 

 

①「自然」の見せ方を工夫することで、収益事業を創出できる 

磐梯カフェは、素晴らしい自然や景色と、デザイン性の高いイス・テーブルなどのカフ

ェツール、質の高い料理やサービスを組み合わせることで、アウトドアの魅力とラグジュ

アリーの両方を実現しようとするものである。磐梯カフェのオープンは 2014 年の 4 月以降

であるが、本事業での検討を通じて、自然を上手く切り取り、適切に空間演出して消費者

に訴求すれば、十分に誘客できること、収益事業となり得ることの成功事例を提供できる

と考えている。 

また、カフェの独自性を高め、他のカフェとの違いを生み出そうとすれば、より地域性

を打ち出すことが重要となる。地域性の最大のポイントはカフェ自体を取り囲む自然やカ

フェから見える景色であるが、もう 1 つの有効な方法は、地元産の食材を使ったメニュー

提供である。その地域でしか取れない食材やその地域ならではの調理方法は、違いを生み

出す強力な要素である。カフェでの地元産食材活用が進めば、PR 効果や販路確保にも貢献

するだろう。 

このようなことから、フィールドカフェの事業化のプロセスの中で、「カフェをどの場所

に設置すれば魅力的に映るだろうか」、「地元産食材で魅力的な資源はないだろうか。どの

ようなメニューにすればよいだろうか」などの検討が、地域資源の再発見や創意工夫の端

緒にもなり得るだろう。 

また、実際にカフェ事業がスタートすれば、新しいコンセプトのカフェとして注目され、

集客力の向上や「そのカフェに行って寛いでみたい」という観光地としての目的地化にも

貢献していくだろう。 
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②フィールドカフェに関心をもつ事業者は、磐梯リゾート社などから支援を受けることが

でき、円滑な事業立上げを期待できる 

フィールドカフェは単なる「野外で開くカフェ」ではない。「来店客にどのような景色を

見せるのか」など着席時の視線まで意識しながら空間づくりを図るものであり、提供され

る料理やサービスの質や地域性にもこだわったものである。 

フィールドカフェ事業に関心があってもこのようなノウハウを持っているとは限らない

ため、本事業では事業立上げの支援体制を構築した。支援には、カフェ空間を形作るため

のツールの提供（イス、テーブル等）から、メニュー開発、受付・調理・接客のオペレー

ションなどの運営ノウハウの提供までをパッケージにしている。 

この支援サービスを受けることで、フィールドカフェ事業は立上げやすくなっている。 

 


